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平
成
十
八
年
度
日
本
医
史
学
会
総
会
の
承
諾
を
得
て
、
第
一
○
八

回
総
会
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
の
で
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
噂

大
阪
に
お
い
て
当
会
総
会
が
開
か
れ
る
の
は
、
実
に
三
十
二
年
振

り
の
事
で
少
々
意
外
な
気
も
致
し
ま
す
。

前
回
は
故
中
野
操
先
生
の
会
長
で
、
昭
和
五
○
年
に
大
阪
大
学
松

下
会
館
に
て
開
か
れ
、
特
別
講
演
が
杉
浦
守
邦
先
生
の
一
‐
日
本
学
校

保
健
史
」
と
藤
野
桓
三
郎
先
生
「
日
本
細
菌
学
小
史
」
で
あ
り
ま
し
１

た
。
会
期
以
降
に
大
阪
府
医
師
会
が
中
野
先
生
の
肝
入
り
で
バ
ス
を
会

仕
立
て
て
「
な
に
わ
医
学
史
蹟
め
ぐ
り
」
な
る
も
の
を
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。今

回
は
奇
し
く
も
四
年
に
一
度
の
第
二
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会

が
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
第
一
分
科
会
で

あ
る
当
会
が
大
阪
の
土
地
で
併
催
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に
意
義
深
い

こ
と
と
認
識
致
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
（
明
治
二
年
頃
ま
で
は
大
坂
ｌ
オ
オ
ザ
ヵ
）
の
医
学
史
を
紐

解
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ま
る
で
砂
に
埋
も
れ
か
け
た
恐

竜
の
骨
格
を
掘
り
起
こ
す
よ
う
な
と
て
つ
も
無
さ
を
感
じ
ま
す
。
古

く
は
現
関
西
支
部
の
前
身
で
あ
り
ま
す
「
杏
林
温
故
会
」
の
創
立
者

た
ち
や
阿
知
波
五
郎
先
生
、
そ
し
て
宗
田
一
先
生
ら
の
優
れ
た
業
績

第
一
○
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

さ
ち
お

総
会
会
長
田
中
祐
尾
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が
あ
り
、
現
在
も
関
西
支
部
を
は
じ
め
多
く
の
学
究
た
ち
が
個
々
の

実
績
を
挙
げ
ら
る
る
に
つ
い
て
枚
挙
に
暇
な
き
次
第
で
あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
大
阪
の
医
学
史
を
一
堂
に
会
し
て
披
瀝
す
る
機
会
に
は

久
し
く
恵
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

然
ら
ば
二
日
間
で
近
世
以
降
の
大
阪
の
医
学
そ
の
も
の
を
語
り
尽

く
せ
る
か
の
問
い
に
は
、
無
理
で
あ
る
と
申
し
上
げ
る
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。今

回
は
十
六
世
紀
終
末
に
お
い
て
既
に
大
阪
城
に
お
い
て
接
触
の

あ
っ
た
南
蛮
医
学
か
ら
始
ま
り
、
十
九
世
紀
初
頭
に
隆
盛
期
を
迎
え

る
紅
毛
医
学
、
そ
し
て
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
蘭
学
に
焦
点
を
あ
て
る

こ
と
に
よ
り
、
一
応
の
体
裁
を
整
え
る
積
も
り
で
す
。

大
阪
に
は
町
民
の
経
済
力
が
最
後
ま
で
学
問
を
支
え
続
け
た
歴
史

が
あ
り
ま
し
て
、
自
由
閼
達
で
や
り
た
い
放
題
の
気
風
さ
え
伺
え
、

そ
の
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
ま
す
ｃ
私
も
失
敗
を
恐
れ
ず
庶
民
文

化
の
一
翼
と
し
て
の
「
大
坂
の
医
学
」
を
開
陳
し
、
次
ぎ
の
走
者

（
総
会
会
長
）
に
バ
ト
ン
を
お
渡
し
す
る
こ
と
を
本
義
と
い
た
し
ま
す
。

格
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
今
か
ら
お
願
致
し
ま
す
。

第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
・
学
術
大
会
は
平
成
十
八
年
五

月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
医
療
法
人
玄
真
堂
川
嶌
真
人
氏
を
会

第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
印
象
記

さ
ち
お

大
阪
市
立
大
学
医
学
部
田
中
祐
尾

長
に
、
大
分
県
中
津
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奥
平
侯
十

萬
石
、
現
人
口
八
万
人
と
い
う
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
の
街
で
、
数
々

の
蘭
学
関
係
の
史
跡
が
目
白
押
し
、
長
年
に
亘
る
川
嶌
先
生
に
よ
る

地
元
で
の
調
査
の
蓄
積
も
あ
っ
て
、
市
民
の
歴
史
へ
の
知
的
関
心
度

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

本
大
会
は
一
般
講
演
六
五
、
招
待
講
演
一
、
特
別
講
演
一
、
会
長

講
演
一
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
市
民
公
開
講
座
と
い
っ
た
盛
況
で
一
般

講
演
は
Ａ
、
Ｂ
二
会
場
に
別
れ
滞
り
な
く
進
行
し
ま
し
た
。
Ａ
会
場

は
千
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
で
、
最
終
の
市
民
公
開
講
座
は
中
津
市
長

を
始
め
地
元
の
主
立
っ
た
文
化
人
、
一
般
市
民
で
満
員
の
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

山
王
精
神
医
学
心
理
学
研
究
所
の
鈴
木
二
郎
氏
の
招
待
講
演
は

「
精
神
医
学
の
先
達
・
国
際
人
向
笠
広
次
」
と
題
し
、
久
留
米
出
身
の

精
神
科
医
師
向
笠
広
次
（
む
か
さ
ひ
ろ
じ
）
の
九
州
大
学
で
の

「
分
裂
病
治
療
に
対
す
る
電
気
痙
箪
療
法
」
の
研
究
と
そ
の
後
の
篭
病

治
療
へ
の
応
用
。
嫌
酒
剤
と
し
て
の
シ
ア
ナ
マ
ィ
ド
の
開
発
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
。
終
戦
後
ア
ル
バ
イ
ト
で
勤
務
し
た
中
津
市
内
平
田
医

院
と
の
縁
に
よ
り
昭
和
三
三
年
に
中
津
市
殿
町
に
ベ
ッ
ド
数
二
十
の

精
神
科
を
設
立
。
九
大
、
久
留
米
大
に
も
勤
務
、
昭
和
三
七
年
に
中

津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
経
て
五
三
年
に
は
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。
晩
年
は
川
嶌
院
長
に
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
治
療

を
受
け
つ
つ
ロ
ー
タ
リ
ァ
ン
か
ら
の
寄
付
で
中
津
市
船
場
町
に
向
笠

記
念
公
園
が
完
成
し
た
。
平
成
四
年
に
永
眠
さ
れ
る
最
後
の
日
ま
で

「
人
類
は
一
つ
」
の
思
想
を
呼
び
か
け
た
と
い
う
聖
人
と
も
言
う
べ
き

会－2
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中
津
の
医
人
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
要
を
得
た
ご
発
表
で
あ
り
ま
し

た
。

特
別
講
演
「
日
本
整
形
外
科
の
歴
史
と
田
代
家
」
は
蒲
原
宏
日
本

医
史
学
会
理
事
長
に
よ
り
約
一
時
間
。
ま
ず
日
本
の
近
代
整
形
外
科

の
創
設
に
つ
い
て
、
整
形
外
科
と
い
う
科
名
決
定
の
事
情
、
九
大
・

東
大
・
京
大
三
大
学
で
の
講
座
創
設
と
人
材
の
育
成
、
整
形
外
科
の

社
会
活
動
へ
の
進
出
な
ど
驚
異
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
洞
察
力
を
発
揮

し
た
田
代
義
徳
の
業
績
の
数
々
。
そ
し
て
田
代
家
の
家
系
を
追
う
こ

と
に
よ
り
、
田
代
義
徳
を
入
り
婿
と
し
て
迎
え
た
義
父
基
徳
の
人
と

な
り
を
分
析
、
ま
ず
後
顧
の
憂
い
な
く
ド
イ
ツ
私
費
留
学
を
さ
せ
づ

け
た
こ
と
、
中
津
藩
医
の
家
系
を
継
ぎ
営
々
と
伝
承
し
た
包
容
力
と

勤
勉
、
世
情
の
裏
に
も
通
じ
る
気
風
な
ど
、
見
事
に
栃
木
の
農
村
出

身
の
義
徳
と
い
う
養
子
に
受
け
つ
が
れ
た
と
結
ぶ
。

会
長
講
演
は
川
嶌
真
人
大
会
会
長
玄
真
堂
院
長
に
よ
る
「
中
津
藩

蘭
学
と
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
ｌ
明
治
前
後
の
中
津
医
学
史
を
中
心
に
し

て
ｌ
」
で
あ
り
ま
し
た
。
蘭
学
に
染
ま
っ
た
殿
様
を
「
蘭
群
大
名
」

と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
中
津
藩
の
藩
主
は
三
代
奥
平
昌
鹿
、

五
代
昌
高
あ
た
り
に
な
る
と
自
ら
蘭
学
に
没
入
し
て
人
材
を
育
成
し

日
本
の
夜
明
け
に
繋
げ
た
と
い
う
点
で
蘭
辞
で
な
く
「
蘭
学
大
名
」

と
名
付
け
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
に
入
る
と
学
問
の
質

量
共
に
充
実
し
、
「
蘭
語
訳
撰
」
（
神
谷
弘
孝
）
、
「
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞

書
」
（
大
江
春
塘
）
を
出
版
。
村
上
玄
水
を
長
崎
に
留
学
さ
せ
人
体
解

剖
を
命
じ
る
。
幕
末
に
は
藩
学
者
か
ら
民
間
医
へ
と
活
動
が
移
り
藩

も
こ
れ
を
支
持
す
る
。
嘉
永
二
年
辛
島
正
庵
ら
中
津
の
医
師
十
名
が

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
、
「
天
然
の
奇
士
」
前
野
良
澤
鳥
井
裕
美
子
氏
（
大
分
大
学
）

に
よ
る
中
津
藩
医
前
野
良
澤
の
奇
入
ぶ
り
、
天
才
ぶ
り
の
紹
介
。
「
解

体
新
書
』
の
翻
訳
以
降
は
杉
田
玄
白
一
派
と
は
疎
遠
に
な
り
語
学
、

天
文
、
物
理
、
兵
学
、
医
学
（
二
冊
の
み
）
、
地
理
、
歴
史
学
な
ど
多

数
の
蘭
書
の
翻
訳
と
研
究
に
没
頭
し
た
。
蘭
書
か
ら
訳
し
た
「
魯
西

亜
本
紀
』
は
幕
府
の
参
考
書
に
。
蘭
語
の
研
究
は
単
語
と
漢
文
訓
読

法
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
発
想
で
元
来
長
崎
通
詞
か
ら
の
知
識
。

体
系
化
さ
れ
た
「
蘭
語
随
筆
」
「
仁
言
私
設
』
を
紹
介
。
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
と
い
う
単
語
に
仁
、
博
愛
な
ど
九
十
も
の
訳
語
を
試
み

長
崎
か
ら
中
津
へ
痘
苗
を
も
た
ら
し
、
種
痘
の
敷
延
に
成
功
、
感
動

し
た
市
民
が
募
金
を
集
め
て
種
痘
館
を
設
立
、
こ
れ
が
医
学
校
へ
と

発
展
。
明
治
の
中
津
医
学
校
校
長
に
就
任
し
た
大
江
雲
澤
は
華
岡
流

医
学
を
継
承
、
「
瞥
は
仁
な
ら
ざ
る
の
術
、
務
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲

す
」
と
い
う
警
訓
を
残
す
。
藩
か
ら
も
大
坂
の
華
岡
塾
に
五
名
の
医

師
を
派
遣
。
藤
野
玄
洋
医
学
校
長
は
適
塾
に
学
び
長
崎
で
も
ボ
ー
ド

ィ
ン
に
外
科
と
眼
科
を
学
ん
だ
。
ほ
か
に
も
幕
末
の
田
代
基
徳
と
そ

の
養
子
義
徳
の
活
躍
、
明
治
以
降
に
は
田
原
淳
に
よ
る
刺
激
伝
導
系

の
世
界
的
発
見
の
業
績
な
ど
を
生
み
続
け
た
。
中
津
の
学
問
の
特
徴

は
官
民
が
一
体
と
な
り
代
々
取
り
組
ん
だ
蘭
学
の
背
景
が
あ
る
。
藩

の
経
済
的
土
壌
が
豊
か
で
、
か
つ
人
心
が
真
蟄
勤
勉
で
あ
り
つ
づ
け

た
こ
と
が
窺
え
る
。
天
災
や
飢
鰹
そ
し
て
内
紛
な
ど
が
重
な
る
他
藩
３

と
比
べ
る
と
実
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
で
す
ｃ
会
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て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
文
法
が
理
解
し
え
ぬ
ま
ま
独
特
の
解
釈
が
続
く
。

玄
白
の
い
う
「
漫
り
に
人
に
も
交
わ
ら
ず
生
涯
一
日
の
ご
と
く
動
か

ず
」
と
い
っ
た
人
生
で
、
七
一
才
の
晩
年
玄
白
が
自
宅
を
訪
ね
る
と

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
歴
史
を
翻
訳
中
で
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

二
、
「
シ
ー
ボ
ル
ト
と
奥
平
昌
高
」
石
田
純
郎
氏
（
新
見
公
立
短
大
）

に
よ
る
江
戸
に
お
け
る
中
津
藩
主
奥
平
昌
高
と
シ
ー
ポ
ル
ト
と
の
出

会
い
に
つ
い
て
。
映
像
に
よ
る
、
ン
－
ボ
ル
ト
の
生
い
立
ち
か
ら
ブ
ュ

ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
で
の
修
学
の
経
過
な
ど
を
示
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
で

な
い
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
に
、
な
ぜ
軍
医
と
し
て
日
本
へ
来
た

か
を
説
く
ｃ
彼
は
医
師
に
な
っ
て
わ
ず
か
二
年
後
に
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍

に
雇
わ
れ
破
格
の
待
遇
で
一
八
二
三
年
に
軍
医
と
し
て
来
日
し
た
が
、

目
的
は
日
本
の
地
理
や
民
俗
、
動
植
物
学
な
ど
の
知
識
を
ま
と
め
て

オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
文
物
や

標
本
を
得
る
代
償
と
し
て
語
学
や
医
学
の
教
育
を
行
っ
た
。
こ
れ
が

結
果
と
し
て
日
本
の
そ
の
後
の
文
化
生
育
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
そ
の
一
頁
に
奥
平
昌
高
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
昌
高
は
す
で

に
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
文
物
と
知
識
を
持
っ
て
い
て
二
人
は
深
夜
ま
で

話
し
込
ん
だ
。
「
江
戸
参
府
紀
行
」
に
頻
繁
に
昌
高
の
名
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。

三
、
「
中
津
藩
医
村
上
玄
水
と
大
江
春
塘
ｌ
地
方
蘭
学
者
の
条
件
と

可
能
性
に
つ
い
て
」
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
氏
（
九
州
大
学
）

は
中
津
の
蘭
学
を
数
年
間
調
査
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
地
の
蘭
学
の
発

祥
は
藩
主
の
個
人
的
努
力
と
好
奇
心
に
よ
る
と
い
う
。
三
代
昌
鹿
、

五
代
昌
高
の
側
近
（
侍
医
）
た
ち
村
上
玄
水
と
大
江
春
塘
に
つ
い
て
、

そ
の
資
料
は
玄
水
に
つ
い
て
は
豊
富
だ
が
春
塘
の
も
の
は
少
な
い
。

一
方
江
戸
と
長
崎
へ
度
々
出
向
き
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
接
触
が
多
か
っ

た
と
い
う
点
で
は
春
塘
が
有
利
な
条
件
に
あ
っ
た
。
文
政
五
年
に
は

メ
イ
エ
ル
の
「
語
彙
宝
困
」
を
和
訳
し
「
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
」
を
出

版
。
玄
水
は
中
津
藩
刑
場
で
画
期
的
人
体
解
剖
を
行
い
「
解
剖
図
説
」

と
い
う
原
稿
を
ま
と
め
た
が
刊
行
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
業
績
は

覚
書
、
草
稿
の
類
が
多
く
医
学
、
天
文
、
本
草
、
地
理
、
兵
学
、
化

学
、
文
学
に
及
ぶ
。
藩
に
閉
じ
こ
も
ろ
う
と
し
た
訳
で
は
な
い
が
、

江
戸
や
京
都
か
ら
は
余
り
に
も
遠
く
、
世
に
問
う
機
会
を
失
っ
た
が

知
的
好
奇
心
と
視
野
の
広
さ
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。

四
、
「
日
本
の
歯
科
免
許
第
一
号
小
幡
英
之
助
」
で
樋
口
輝
雄
氏

（
日
本
歯
科
大
学
）
は
中
津
公
園
に
そ
の
銅
像
が
あ
り
五
月
の
第
二
日

曜
日
に
奇
し
く
も
本
年
は
当
医
史
学
会
総
会
が
中
津
で
開
か
れ
る
五

月
十
三
日
に
中
津
歯
科
医
師
会
と
大
分
県
歯
科
医
師
会
に
よ
る
「
歯

科
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
小
幡
英
之
助
の
業
績
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。
旧
中
津
藩
出
身
で
慶
応
義
塾
に
学
び
明
治
八
年
東
京
で
医

術
開
業
試
験
に
歯
科
専
門
と
し
て
出
願
し
た
。
本
邦
歯
科
医
術
の
開

柤
で
あ
っ
た
。
挿
話
と
し
て
口
頭
試
問
に
は
答
弁
流
る
る
が
如
く
し

て
試
験
管
を
し
て
感
動
せ
し
め
た
と
あ
る
が
当
時
の
試
験
管
理
者
東

京
医
学
校
か
ら
内
務
省
へ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
小
幡
の
成
績
は

「
中
の
上
」
と
あ
り
伝
説
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
小
幡
は

「
東
京
医
学
会
社
」
設
立
の
一
七
四
名
の
一
人
に
載
り
、
名
利
を
求
め

ず
教
育
熱
心
で
、
早
く
か
ら
中
津
で
私
塾
を
開
き
多
数
の
中
津
出
身

の
歯
科
門
下
生
が
い
る
。

会－4
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五
、
「
田
原
淳
と
心
臓
刺
激
伝
導
系
ｌ
原
著
か
ら
み
る
知
ら
れ
ざ
る

事
実
ｌ
」
島
田
達
生
氏
（
大
分
大
学
）
に
よ
る
こ
れ
ま
た
郷
土
中
津

の
世
界
的
医
人
田
原
淳
の
再
発
見
と
再
認
識
の
一
席
ｃ
心
臓
の
教
科

書
に
ヒ
ス
束
と
プ
ル
キ
ン
エ
繊
維
の
記
載
は
あ
る
が
刺
激
伝
導
系
と

い
う
語
源
は
見
当
た
ら
な
い
。
詳
細
な
顕
微
鏡
写
生
と
理
論
形
成
に

よ
る
心
房
心
室
間
の
規
則
的
拍
動
の
源
は
心
筋
自
体
の
作
用
に
よ
る

と
す
る
「
筋
原
説
」
を
実
証
し
た
の
が
田
原
に
よ
る
一
九
○
六
年
ド

イ
ツ
語
版
「
哺
乳
動
物
の
刺
激
伝
導
系
」
と
い
う
単
著
で
あ
っ
た
。

プ
ル
キ
ン
エ
や
ヒ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
心
室
の
心
性
膜
下
と
膜
内
中
隔
に

筋
繊
維
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
キ
ン
エ

繊
維
が
伝
導
系
の
終
末
部
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
は
田
原
で
あ
る
。

彼
ら
の
名
前
が
残
り
、
な
ぜ
田
原
が
消
え
た
の
か
理
不
尽
で
あ
る
。

田
原
淳
は
一
八
七
三
年
大
分
県
国
東
郡
の
生
ま
れ
で
十
七
才
で
中
津

の
医
師
田
原
春
塘
の
養
子
と
な
る
。
一
高
東
大
を
経
て
三
年
間
ド
イ

ツ
留
学
を
私
費
で
果
た
し
た
。
こ
の
間
凡
そ
実
益
と
は
程
遠
い
経
済

支
援
を
し
つ
づ
け
た
養
父
の
情
熱
と
こ
れ
に
見
事
に
応
え
た
才
能
が

こ
の
業
績
を
生
ん
だ
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

一
般
講
演
は
い
ず
れ
も
秀
作
が
目
白
押
し
で
会
場
が
分
か
れ
た
の

が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
数
席
記
し
ま
す
ｃ

西
巻
明
彦
氏
の
「
傷
寒
金
鏡
録
」
の
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
ｌ
は

傷
寒
論
に
お
け
る
舌
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
醇
己
の
考
え
方
を
踏
ま

え
て
、
現
代
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

松
木
明
知
氏
の
『
華
岡
流
の
麻
酔
法
は
な
ぜ
幕
末
に
急
速
に
衰
退

し
た
の
か
」
は
演
者
自
身
が
麻
酔
学
教
授
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
か

ら
、
ま
た
長
年
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
い
う
べ
き
華
岡
外
科
研
究
の
集

約
と
し
て
興
味
深
い
。
小
川
鼎
三
の
唱
え
る
青
州
の
秘
密
主
義
、
そ

し
て
藤
野
恒
三
郎
の
唱
え
る
高
度
す
ぎ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
説
が
い
ず
れ

も
衰
退
の
理
由
と
し
て
誤
り
と
断
定
す
る
。
麻
沸
散
に
よ
る
全
身
麻

酔
は
決
し
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
応
用
性
（
即
効
性
に

欠
け
る
）
、
調
節
性
（
覚
醒
が
遅
い
）
、
適
切
性
（
服
用
の
み
な
の
と

副
作
用
あ
り
）
に
欠
け
て
い
た
た
め
で
、
エ
ー
テ
ル
と
ク
ロ
ロ
ホ
ル

ム
の
普
及
に
勝
て
な
か
っ
た
の
で
す
。

月
澤
美
代
子
氏
の
「
模
倣
の
中
の
創
意
」
は
明
治
初
年
の
人
体
解

剖
は
と
く
に
地
方
に
お
い
て
は
、
数
が
不
足
し
て
模
型
に
頼
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
後
も
九
大
の
模
型
な
ど
を
分
析
す
る
と
独
自
の
工
夫

と
模
倣
が
推
移
し
て
い
る
。
日
本
人
の
特
性
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

片
岡
勝
子
氏
の
「
江
戸
時
代
に
製
作
さ
れ
た
木
骨
に
関
す
る
研
究
」

は
一
八
世
紀
末
以
降
の
星
野
、
各
務
、
奥
田
の
各
骨
格
模
型
の
比
較

で
、
同
じ
疑
問
と
し
て
精
巧
な
器
用
さ
と
工
夫
が
み
ら
れ
る
の
は
日

本
人
特
有
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

田
中
誠
二
氏
の
「
占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生
推
移
」

は
一
九
四
六
年
か
ら
四
八
年
ま
で
の
最
も
疲
弊
し
切
っ
た
医
療
行
政

と
、
殆
ど
医
療
が
麻
庫
状
態
で
あ
っ
た
時
代
の
医
師
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
こ
れ
ら
多
く
の
伝
染
病
に
立
ち
向
か
っ
た
の
か
、
大
い
な
る
興

味
を
惹
き
ま
し
た
。

寺
畑
喜
朔
氏
の
「
明
治
期
に
お
け
る
医
学
図
書
館
の
設
立
」
は
意

外
な
と
こ
ろ
に
意
外
な
文
庫
や
図
書
館
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
感
慨
ひ

と
し
お
。
維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
今
に
伝
わ
り
ま
す
。

‘△－－5工可
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山
田
英
雄
氏
の
「
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
長
生
法
と
日
本
の
養
生
書
の

沿
革
」
は
中
国
由
来
の
移
入
本
養
生
書
と
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
、
そ

し
て
西
洋
哲
学
か
ら
の
深
い
熟
成
で
あ
っ
た
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
長
生

法
が
現
代
の
世
界
最
長
寿
国
日
本
で
の
医
学
へ
の
長
い
繋
が
り
と
し

て
無
縁
で
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

羽
生
和
子
氏
の
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
輸
入
漢
薬
の
流
通
に
つ
い

て
」
は
大
坂
道
修
町
か
ら
江
戸
へ
の
薬
品
の
出
荷
に
つ
い
て
、
小
口

は
陸
送
さ
れ
多
量
の
も
の
は
江
戸
積
み
廻
船
問
屋
が
定
期
的
に
航
海

し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
長
崎
か
ら
の
輸
入
経

路
が
一
八
世
紀
の
後
半
に
は
確
立
し
て
い
た
こ
と
。
経
口
的
消
化
薬

の
種
類
が
多
く
、
量
的
に
見
て
も
薬
好
き
の
日
本
人
は
す
で
に
こ
の

時
代
か
ら
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

吉
元
昭
治
氏
の
「
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
第
二
六
回
）
陰
隙
文
』

は
観
念
的
な
オ
カ
ル
ト
や
お
札
や
線
香
の
煙
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の

道
教
の
医
学
と
は
ど
う
い
っ
た
よ
う
な
も
の
か
、
も
う
少
し
知
り
た

か
っ
た
。
最
後
の
と
こ
ろ
で
仏
教
と
儒
教
と
の
融
合
点
を
説
か
れ
て

い
て
、
こ
こ
も
も
う
少
し
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
会
場
の
案
内
、
誘
導
、
司
会
進
行
か
ら
Ｉ
Ｔ
操
作
と
記
録
、

は
て
は
弁
当
や
湯
茶
の
接
待
ま
で
、
東
京
か
ら
の
派
遣
要
員
（
受
付
）

を
除
く
大
部
分
の
ス
タ
ッ
フ
は
川
嶌
病
院
の
現
職
員
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
実
に
て
き
ぱ
き
と
礼
儀
正
し
く
卒
な
く
こ
な
さ
れ
て
感
銘
を

う
け
ま
し
た
。
押
し
か
け
た
人
々
す
べ
て
に
な
り
代
わ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
第
一
○
八
回
総
会
も
き
っ
と
成
功
す
る
よ
う
皆
様
の
お

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

去
る
平
成
十
八
年
五
月
十
二
日
に
理
事
・
評
議
員
会
、
十
三
日
に

は
総
会
が
中
津
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
左
記
の
報

告
が
承
認
さ
れ
、
協
議
事
項
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔
一
〕
報
告
事
項

（
｜
）
平
成
十
七
年
度
庶
務
報
告

一
、
会
員
の
動
静

入
会
者
三
十
九
名

退
会
者
五
十
四
名

死
亡
会
員
七
名

岸
本
頼
子
（
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
）

森
重
孝
（
十
七
年
六
月
九
日
）

日
比
野
進
（
十
七
年
六
月
十
六
日
）

松
田
武
（
十
七
年
七
月
四
日
）

三
島
濟
一
（
十
七
年
七
月
二
十
一
日
）

杉
立
義
一
（
十
七
年
十
一
月
二
○
日
）

山
田
英
雄
（
十
八
年
二
月
六
日
）

都
合
退
会
者
四
十
七
名

現
在
会
員
数
八
六
九
名

正
会
員
八
五
二
名
（
う
ち
学
生
会
員
十
五
名
、

海
外
会
員
三
○
名
）

第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会

会－6
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（
三
）
平
成
十
七
年
度
共
催
・
協
賛
事
業

一
、
神
農
祭
【
協
賛
】
於
・
湯
島
聖
堂

＝

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日
（
水
）

二
、
第
十
三
回
医
療
文
化
史
サ
ロ
ン
展
〔
後
援
】
於
・
護
王
会
館

｜
）
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告

一
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
一
巻
第
二
・
三
・
四
号
、

第
五
十
二
巻
第
一
号
発
行

二
、
日
本
医
史
学
会
会
報
四
十
一
号
発
行

三
、
第
一
○
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会

平
成
十
七
年
六
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二
十
六
日
（
日
）

会
長
小
曽
戸
洋

於
・
北
里
大
学
薬
学
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

四
、
日
本
医
史
学
会
例
会
八
回
開
催
（
九
月
は
神
奈
川
地
方
会

と
合
同
開
催
・
十
二
月
は
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学

会
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
と
四
学
会
合
同
開
催
）

五
、
第
一
○
○
回
総
会
記
念
事
業
【
継
続
〕

．
「
日
本
医
事
年
表
」
の
制
作

名
誉
会
員
十
一
名

賛
助
会
員
六
名

二
、
受
賞

平
成
十
七
年
四
月
二
十
九
日
型

平
成
十
七
年
十
一
月
三
日
辿

平
成
十
七
年
度
共
催
・
協
賛
事
業
報
告

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
中
綬
章

中
山

大
島

イ
大

も
、
〃
ｆ
■

知
呈
大

（
八
）
そ
の
他

（
七
）
日
本
医
史
学
会
将
来
計
画
委
員
会
報
告
（
資
料
Ｂ
）

（
六
）
日
本
医
史
学
会
支
部
・
研
究
会
報
告
（
資
料
Ａ
）

（
五
）
第
十
一
一
回
学
術
奨
励
賞
選
考
委
員
会
報
告

役
員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
上
位
三
論
文
に
つ
い
て
、

平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
選
考
委
員
会
に
お
い
て
慎
重

に
検
討
の
結
果
、
第
十
二
回
「
日
本
医
史
学
会
学
術
奨
励
賞
」
は

瀧
澤
利
行
氏
の
「
近
世
地
方
藩
医
に
お
け
る
文
化
活
動
と
医
師
の

教
養
形
成
土
浦
藩
医
辻
元
順
を
例
と
し
て
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌

第
五
十
一
巻
第
一
号
掲
載
）
に
決
定
し
た
ｃ

（
四
）
第
十
八
回
矢
数
医
史
学
賞
選
考
委
員
会
報
告

平
成
十
八
年
三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
選
考
委
員
会
に
お
い
て

推
薦
の
あ
っ
た
著
書
三
点
に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
、
第
十
八

回
「
矢
数
医
史
学
賞
」
は
寺
畑
喜
朔
氏
の
「
絵
葉
書
で
辿
る
日
本

近
代
医
学
史
」
に
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
（
火
）
～
三
日
（
木
）

会－7
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第
一
号
議
案
平
成
十
七
年
度
決
算
報
告
に
関
す
る
件
（
資
料

１
．
２
．
３
）

第
二
号
議
案
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
案
に
関
す
る
件

一
、
日
本
医
史
学
会
総
会

第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会

平
成
十
八
年
五
月
十
三
日
（
土
）
～
十
四
日
（
日
）

会
長
川
嶌
眞
人

於
・
中
津
文
化
会
館

第
一
○
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会

平
成
十
九
年
四
月
七
日
（
士
）
～
八
日
（
日
）

会
長
田
中
祐
尾

於
・
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
学
舎
お
よ
び
そ
の
付

属
施
設

〔
｜
｜
〕
協
議
事
項

二
、
第
一
○
○
回
総
会
記
念
事
業
雨

．
「
日
本
医
事
年
表
」
の
制
作

三
、
日
本
医
史
学
会
十
二
月
例
会

第
一
○
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
秋
季
）

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日
（
金
）
～
十
二
日
（
月
）

西
洋
医
学
教
育
発
祥
百
五
十
周
年
・
長
崎
大
学
医

学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
会

於
・
長
崎
大
学
医
学
部
お
よ
び
ボ
ン
ベ
会
館

○
回
総
会
記
念
事
業
【
継
続
】

会
長
相
川
忠
臣

懇
親
会
（
日
本
薬
史
学

会
・
日
本
獣
医
史
学
会
・
日
本
歯
科
医
史
学
会
と
四
学
会

合
同
開
催
）

〔
共
催
］
於
・
順
天
堂
大
学

平
成
十
八
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）

四
、
神
農
祭
｛
協
賛
一
於
・
湯
島
聖
堂

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
（
木
）

五
、
第
十
四
回
医
療
文
化
史
サ
ロ
ン
展
【
後
援
】
於
・
護
王
会
館

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
（
水
）
１
三
日
（
金
）

第
一
一
一
号
議
案
平
成
十
八
年
度
予
算
案
に
閨
す
る
件
（
資
料
４
）

第
四
号
議
案
役
員
改
選
に
関
す
る
件
（
資
料
５
）

第
五
号
議
案
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
投
稿
規
定
改
定
に
閨
す
る
件

（
資
料
６
）

〔
三
〕
そ
の
他

会－8
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平成17年度収支決算 書
資料1

自平成17年4月1日

至平成18年3月31日

(支出の部）

予算科目 決算 +蛍 減少日 備 考

l,学会誌等刊行費 5,000,000 3,802,843 △1，197，157

2．名簿刊行費 0 0 0

3． 事 業 費 1,200,000 1,480,433 280,433

( 総会） (934,847）

( 例会） (254,990）

(矢数医史学賞） (172,516）

(学術奨励賞） (118,080）

4.事務費

5． 印 刷 費

820,000 482,302 △337,698

80，000 66，600 413,400

6．傭品費 0 0 0

7通信費 203,232300,000 △96,768

8．人件費 1，500，000 1，315，700 △184,300

9．交通費 600,000 851，460 251,460

峨
一
峰
一
瞬

費
一
費
一
費

外
一
議

100,000 24，504 △75,496

50,000 33，540 416,460

10,000 6，090 △3,910

13.予備費 15，203 415,2030

,I、二L
′』，ロI 9,675,203 8,266,704 △1,408,499

次年度繰越金 0 1，217，759 1，217，759

合 計 9，675，203 4190,7409，484，463

△－－Q
＝．_，
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平成17年度収支決算書
資料2

自
至

平成17年4月1日

平成18年3月31日

(収入の部）

備考決算 増減予算科目

1．会費収入 4182,7508,500,000 8，317，250

2．入会金 △44,000100,000 56，000

ﾊ゙ｯｸﾅﾝﾊ゙ｰ3．雑誌売卜 152，500 52，500100，000

4．著者負担 359,080 59,080300,000

5．広告収入 137,600 △62,400200,000

6．名簿代 6，5000 6,500

7．集会費 6，50030，000 36，500

8．助成金 200,000 0200,000

9．寄付金 5，000 5,0000

息10.利 000

印税他11．雑収入

小計

△31，17050，000 18,830

4190,7409,480,000 9,289,260

前年度繰越金 0195，203 195,203

合 計 9,484,463 △19,07409，675，203

会--10
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資料3

資産（平成18年3月31日現在）

一般会計1,217,759(現金129,850預金1,087,909)

特別会計6,980,277

矢数医史学賞基金5,544,275

斉藤脩基金(日本医史学会学術奨励賞基金）

1,500,000

１
２
３
４

計 15,242,311

内訳

特別会計

支 出収

次年度への繰越金6,980,277前年度より繰越金

一一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一 利息

合計6,980,277合計

入

２
５
７

３
４
７

２
２

１０
０
８
８
９
９

１６
６

矢数医史学賞

支 出

次年度への繰越金5,544,275

----－一一一一一一一一
合計5,544,275

収

前年度より繰越金

利金

合計

入

５
０
５

６
１
７

６
６
２

Ｑ
１
４

２
２
４

５
β
５
５

平成17年度一般会計および特別会計について、収支計算書その他の書類を監査した結果、

正確かつ妥当であることを認めます。

平成18年4月7日

蝿
婦

厚
橋

モ
ン
尚

事
事

監

監

会-1]
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資料･4

平成18年度予算表（案）

自平成18年4月｜日～平成’9年3月3】日

前 年 度

(平成17）

子算

本年度

平成18）

予算

前年度

との

比較

前年度

(平成17）

子範

前年度

との

比較

本年度

(平成’8）

子算

備考 備考支 出 の 部 収入の部

|，会費収入1．学会誌等刊行費 5.000.0卯 3500.咽4,500,000 8,500,000 8.500,000 0

2.名簿刊行費 2.入会金 50名100.岬0 1㈹､咽 0

]‘事業費 3.雑詫売上

4.薯者負担

1，2001000 2,000,000 800.000 100．m0 100．000 0

4．亭務賛 820,000 700.000 △120.000 3001000 100.00C △200.000

5.印刷費 5.広告収入80．000 80－000 200．000 200.000 0,01

6.備品費 6.名御代100,㈹00 100.000 0 00

7,通信費 7.典会費3“.”0 3“､000 0 30.㈹0 30．000 0

8人件費 8‘助成金

（n本医学会

(日本学術復興会

1-500-000 1,600,000 100.000 200.000 ０
－
０
０

０
国
０
０

０
０
０

０
二
０
０

０
国
０
０

７
－
２
５

９
．

1.500.000

9‘交通費 600.000 850.000 250.000

10.渉外費 100，000 100．000 0

11．会鍍費 9.寄附金50.0” '㈹､卿 50．000 0,0, 0

lZ,雑費 10.利息’0，000 10．000 0 00 1;

’
13．予備費 11．雑収ノ'5.203 1.657.759 1,642.556 50，000 50．000 0 丑峰・噴託

前年度繰越金 ’95-203 1.217-759 1,022,556

合計 合計9,675,20] 11,997,759 2.322.556 9.675.203 11.997.759 2,322,556

会-12
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評理監常理

豊事議

員事事事長

674

資
料
５

日
本
医
史
学
会
役
員
一
覧
（
五
○
音
順
・
敬
称
略
○
は
新
任
）

北
小
路
博
央
、
小
石
秀
夫
、
榊
原
悠
紀
田
郎
、

渋
谷
鉱
、
島
田
保
久
、
白
崎
昭
一
郎

○
鈴
木
晃
仁
、
高
橋
昭
、
瀧
澤
利
行
、
立
川
昭
二
、

多
留
淳
文
、
友
吉
唯
夫
、
中
村
定
敏
、
長
与
健
夫
、

○
中
山
沃
、
○
西
巻
明
彦
、

加
藤
四
郎
、
唐
沢
信
安

相
川
忠
臣
、
会
田
恵
、
↑

赤
祖
父
一
知
、
荒
井
保
男

泉
彪
之
助
、
岩
崎
鐵
志
、

○
岡
田
靖
雄
、
小
形
利
彦

原
敬
二
郎
、
原
田
康
夫

○
酒
井
シ
ヅ

○
奥
沢
康
正
、
○
蒲
原
宏
、
小
曽
戸
洋
、
深
瀬
泰
旦

石
原
力
、
高
橋
文

遠
藤
正
治
、
○
川
嶌
眞
人
、
蔵
方
宏
昌
、
○
坂
井
建
雄
、

新
村
拓
、
杉
田
暉
道
○
田
中
祐
尾
、
寺
畑
喜
朔
、

戸
出
一
郎
、
○
中
西
淳
朗
、
中
橋
彌
光
、
松
木
明
知

松
下
正
明
、
真
柳
誠
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、

吉
田
忠

相
川
忠
臣
、
会
田
恵
、
青
木
國
雄
、
青
木
允
夫
、

奥
村
武
、
小
田
晧
二
、
片
岡
勝
子
、
片
桐
一
男
、

遠
藤
次
郎
、
大
島
智
夫
、

樋
口
誠
太
郎
、
昼
田
源
四
郎
、
藤
倉
一
郎
、

正
橋
剛
二
、
町
泉
寿
郎
、
松
尾
信
一

室
賀
昭
三
、
山
内
一
信
、
山
田
光
胤

幹
事
蔵
方
宏
昌
、
○
西
巻
明
彦
、
真
柳
誠

名
誉
会
員
江
川
義
雄
、
大
滝
紀
雄
、
大
塚
恭
男
、

木
村
陽
二
郎
、
酒
井
恒
、
高
島
文
一

○
津
田
進
三
、
土
屋
重
朗
、
長
門
谷
洋
治
、

○
三
輪
卓
爾
、
○
森
納
、
谷
津
三
雄

矢
部
一
郎
、
山
本
俊
一

編
集
委
員
編
集
長
坂
井
建
雄

委
員
蔵
方
宏
昌
、
鈴
木
晃
仁
、
瀧
澤
利
行
、

中
西
淳
朗
、
西
巻
明
彦
、
町
泉
寿
郎

会-13



日本医史学雑誌第52巻第4号(2006)675

現
行
本
誌
に
掲
載
す
る
論
文
は
医
史
学
研
究
に
貢
献
し
う
る
も
の
で

他
誌
に
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

改
訂
本
誌
に
掲
載
す
る
論
文
は
医
史
学
研
究
に
貢
献
し
う
る
も
の
で

現
行
投
稿
原
稿
は
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
…

改
訂
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
で

改
三｜
口」 四

現
行 資

料
６

投
稿
規
定
改
訂
（
案
）

六
執
筆
要
項
．

権
は
本
学
会
な
ら
び
に
著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

護
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作

他
誌
に
未
発
表
の
も
の
と
し
、
生
命
倫
理
お
よ
び
個
人
情
報
保

原
稿
の
冒
頭
に
タ
イ
ト
ル
ゞ
著
者
名
、
著
者
の
帰
属
等
を
記
載

す
る
こ
と
。

と
○執

筆
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
二
部
の
ほ
か
に
、
電
子
デ
ー

タ
（
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
）
を
添
付
す
る
こ

と
。
原
稿
は
．
：

原
稿
の
末
尾
に
著
者
の
所
属
お
よ
び
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ

一
、
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
…
財
政
健
全
化
の
た
め
に
は
、
先
ず

支
出
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
ゑ
支
出
中
、
最
大
の
学
会
誌
等
刊
行

費
を
前
年
度
会
費
収
入
の
五
十
五
％
に
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
学
会
誌
に
占
め
る
研
究
論
文
の
頁
数
の
大
幅
な
減
少
を
避
け
る

日
本
医
史
学
会
将
来
計
画
委
員
会
は
日
本
医
史
学
会
理
事
会
か
ら

の
委
嘱
の
あ
っ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
答
申
す
る
。

資
料
（
Ｂ
）

平
成
十
八
年
二
月
二
十
五
日

日
本
医
史
学
会
理
事
長

蒲
原
宏
殿

日
本
医
史
学
会
将
来
計
画
委
員
会

委
員
長
松
木
明
知

委
員
泉
彪
之
助

答
申
案 松

木
明
知

泉
彪
之
助

岡
田
靖
雄

奥
沢
康
正

蔵
方
宏
昌

小
曽
戸
洋

佐
藤
裕
（
委
員
は
五
十
音
順
）

会-14
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こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
名
簿
発
行
は
五
年
毎
と
し
‘
年
一
回
の
会
報

発
行
は
止
め
て
、
学
会
誌
に
会
報
欄
を
設
け
て
対
処
す
る
。
総
会
援

助
費
は
三
十
万
円
に
下
げ
る
。
学
会
賞
の
経
費
は
見
直
し
て
特
別
会

計
か
ら
支
出
す
る
。
前
年
度
会
費
収
入
を
基
準
に
し
て
学
会
誌
刊
行

の
予
算
を
組
む
た
め
、
上
記
に
よ
り
約
七
十
１
一
○
○
万
円
の
節
約

に
な
り
、
赤
字
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

会
員
増
に
よ
る
収
入
増
は
当
分
の
間
見
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
ｃ

収
入
増
の
た
め
会
費
の
値
上
げ
は
最
も
安
易
な
道
で
あ
る
が
、
医
師

以
外
の
会
員
も
い
る
こ
と
か
ら
却
っ
て
会
員
の
減
少
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
。
掲
載
料
の
値
上
げ
も
若
い
会
員
の
負
担
増
に
繋
が
る
。
し
た

が
っ
て
会
費
及
び
掲
載
料
の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
。
ま
た
少
額
の
寄

付
も
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二
、
役
員
人
事
に
つ
い
て
．
：
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
選
出
の
過
程

の
情
報
が
会
員
に
十
分
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
若
手
会
員
の
育
成
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
役
員
の
定
年
制
（
七
十
二
～
七
十
五
歳
、

理
事
長
は
七
十
五
歳
）
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
役
員
の
選
出
は
選

挙
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
費
用
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

し
ば
ら
く
は
実
績
を
考
慮
し
、
各
地
区
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
方
式
も

採
用
す
る
。
名
誉
会
員
の
資
格
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
会
員
減
少
に
つ
い
て
・
・
・
こ
こ
数
年
間
入
会
者
数
は
横
ば
い
で
あ

る
が
、
本
学
会
で
は
高
齢
者
会
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、
退
会
者
数
が

入
会
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
今
し
ば
ら
く
続
く
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
会
員
増
は
会
費
の
増
収
に
も
繋
が
る
問
題
で
も
あ

り
、
学
会
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
会
員
一
人
一
人
も
こ
の
問
題

に
危
機
意
識
を
以
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
学
術
大
会
に
つ
い
て
…
学
会
会
長
は
立
候
補
制
と
し
て
、
評
議

員
会
の
選
挙
で
決
定
す
る
。
ま
た
学
術
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
社

会
や
他
学
会
と
の
接
点
を
有
す
る
企
画
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
一
般
市
民
に
対
す
る
医
学
史
の
啓
蒙
の
企
画
も
必
要
で
あ

る
。五

、
上
記
の
答
申
案
を
実
行
す
る
た
め
に
は
会
則
の
変
更
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
早
急
に
会
則
改
定
委
員
会
の
発
足
が
望
ま
れ
る
。
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議
題
及
び
承
認
事
項

一
、
庶
務
会
計
報
告

平
成
十
七
年
十
二
月
十
日
現
在
の
会
計
残
高
及
び
会
員
に
つ

い
て
報
告
、
承
認
。

二
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

新
幹
事
に
秦
温
信
氏
を
選
任
、
編
集
委
員
を
担
当
。

斎
藤
一
兀
護
氏
を
相
談
役
に
選
任
。

三
、
平
成
十
八
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
研
究
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

検
討
。

四
、
「
北
辰
」
第
七
号
の
発
行
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
三
月
一
日
発
行

予
定
。

○
会
員
活
動

古
屋
統
（
執
筆
）
「
北
海
道
労
働
衛
生
メ
モ
」

季
刊
「
北
の
産
業
保
健
」

二
○
○
一
年
～
二
○
○
五
年
連
載

島
田
保
久
（
講
演
）
「
関
場
不
二
彦
先
生
」
関
場
不
二
彦
生
誕

○
年
次
総
会
平
成
十
七
年
十
二
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時

於
北
海
道
医
師
会
会
館

平
成
十
七
年
度
北
海
道
医
史
学
研
究
会
報
告

（
資
料
Ａ
）

平
成
十
七
年
度
支
部
研
究
会
報
告

活
動
報
告
（
平
成
十
七
年
一
月
一
日
～
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
）

二
）
支
部
は
前
年
通
り
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館

内

（
二
）
支
部
会
員
の
学
術
発
表
は
左
記
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

①
第
一
○
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
発
表

「
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
の
校
訂
者
和
田
謙
堂
の
家
系
と
同
耆
の

成
立
年
代
蒲
原
宏

「
口
歯
類
要
』
の
治
療
範
囲
西
巻
明
彦

明
治
一
二
年
に
東
京
府
病
院
が
実
施
し
た
医
術
開
業
旧
試
験

に
つ
い
て
樋
口
輝
雄

②
第
三
三
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会

「
傷
寒
金
鏡
録
」
の
研
究
西
巻
明
彦

「
他
者
」
の
視
点
で
み
る
病
草
子
（
そ
の
４
）
西
巻
明
彦

芭
蕉
の
「
軽
み
」
と
歯
科
病
変
（
３
）
西
巻
明
彦

鴎
外
の
都
市
美
論
西
巻
明
彦

平
成
十
七
年
度
新
潟
支
部
報
告

一
四
○
年
記
念
講
演
（
市
民
公
開
講
演
）

札
幌
社
会
保
険
総
合
病
院
講
堂
二
○
○
五
年
十
一
月
七
日

〒
○
六
○
’
○
○
四
二

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
北
海

大
通
西
六
丁
目
北
海
道
医
師
会
内

北
海
道
医
史
学
研
究
会
（
島
田
保
久
）
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明
治
中
期
の
お
歯
黒
習
俗
に
つ
い
て

和
歌
山
県
の
歯
科
医
中
村
好
正
述
「
明
治
二
五
’
二
六
年

来
患
者
中
浬
歯
者
ノ
統
計
報
告
よ
り
」
樋
口
輝
雄

小
幡
英
之
助
の
受
験
願
耆
と
試
験
成
績
に
つ
い
て

ｌ
内
閣
文
庫
蔵
三
里
泉
府
史
料
・
政
治
部
衛
生
明
治
八
年
」

よ
り
ｒ
ｌ

樋
口
輝
雄
・
中
原
泉

③
柏
崎
市
刈
羽
郡
医
師
会
学
術
大
会
（
創
立
八
十
年
記
念
）

青
い
眼
の
近
代
医
学
の
助
っ
人
た
ち
（
新
潟
県
を
主
と
し
た
）

蒲
原
宏

④
新
潟
に
お
け
る
天
児
民
和
先
生
の
業
績
蒲
原
宏

天
児
民
和
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
（
九
州
大
学
整
形
外
科
学

教
室
）

⑤
近
代
西
洋
医
学
の
地
方
で
の
受
容
ｌ
宇
田
川
椿
庵
と
見
附
市
ｌ

蒲
原
宏

見
附
市
医
師
会
創
立
八
十
周
年
記
念
大
会

⑥
日
本
天
才
列
伝
荻
野
久
作
（
学
研
刊
）
蒲
原
宏

⑦
郷
土
の
碩
学
島
峯
徹
・
入
沢
達
吉
・
長
谷
川
泰
・
中
田
瑞
穂

（
新
潟
日
報
事
業
社
刊
）
蒲
原
宏

⑧
整
形
外
科
看
護
一
○
巻
一
号
ｌ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
エ
ス
ト
ニ
ア
・

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ブ

ル
ガ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
・
ロ
シ
ア
・
イ

タ
リ
ア
の
十
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
の
整
形
外
科
発
達
史

蒲
原
宏

平
成
十
七
年
度
の
本
会
総
会
は
、
二
○
○
五
年
七
月
十
一
日
、
高

岡
市
ウ
イ
ン
グ
ウ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
特
別
講
演
と
し

て
高
岡
歳
寿
氏
の
「
地
域
蘭
学
の
め
ざ
す
も
の
、
北
陸
と
上
方
・
江

戸
」
が
行
わ
れ
、
北
陸
が
蘭
学
全
盛
期
に
決
し
て
草
深
い
片
田
舎
で

な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
会
員
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

一
般
演
題
と
し
て
は
左
記
八
題
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の

本
会
に
比
し
て
、
質
量
共
に
充
実
し
て
い
た
。

一
、
大
槻
磐
渓
か
ら
長
崎
浩
斎
へ
の
新
出
書
簡正

橋
剛
二
（
富
山
県
）

二
、
高
岡
人
気
質
と
風
習
と
し
て
の
天
神
祭

飛
見
立
郎
（
富
山
県
）

三
、
能
登
の
究
理
堂
門
人
原
吉
博
（
石
川
県
）

四
、
越
前
三
国
・
真
田
家
伝
来
の
医
書
群
に
つ
い
て

白
崎
昭
一
郎
（
福
井
県
）

五
、
軍
陣
で
の
「
生
体
解
剖
」
の
実
態
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
北
陸
医
史
学
同
好
会
報
告

〒
九
五
一
’
八
五
八
○
新
潟
市
浜
浦
町
一
ｌ
八

日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
内

電
話
○
二
五
’
二
六
七
’
一
五
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
二
五
’
二
六
七
’
一
一
三
四

日
本
医
史
学
会
新
潟
支
部
（
蒲
原
宏
）
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ｌ
日
本
の
十
五
年
戦
争
中
の
Ｉ
莇
昭
三
（
石
川
県
）

六
、
田
中
信
吾
関
連
資
料

赤
祖
父
一
知
（
石
川
県
）

七
、
金
沢
大
学
医
学
部
細
菌
学
初
代
土
田
計
二
教
授
に
つ
い
て

寺
畑
喜
朔
（
富
山
県
）

八
、
ス
ロ
イ
ス
講
義
か
ら
植
物
講
義
と
オ
ー
デ
マ
ン
植
物
図
譜
の

関
係
、
薬
剤
学
「
水
の
分
析
」
の
底
本
に
つ
い
て

板
垣
英
治
（
石
川
県
）

な
お
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
北
陸
医
史
」
二
十
七
巻
一
号
を
ご

参
照
頂
き
た
い
。

ま
た
終
了
後
、
一
部
有
志
に
よ
っ
て
高
岡
の
蘭
学
史
跡
め
ぐ
り
が

行
わ
れ
た
。

活
動
報
告

▽
大
会

一
、
平
成
十
七
年
度
総
会
並
び
に
第
二
十
六
回
学
術
大
会
（
二
月
二

十
六
日
）

於
・
鶴
見
大
学
歯
学
部
三
号
館

平
成
十
七
年
度
神
奈
川
地
方
会
報
告

〒
九
一
○
’
○
六
○
一
福
井
市
大
願
寺
三
丁
目
四
’
一
○

福
井
県
医
師
会
館
内

北
陸
医
史
学
同
好
会
・
日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部
（
白
崎
昭
一
郎
）

（
平
成
十
七
年
一
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）

〔
特
別
講
演
〕

一
、
血
圧
測
定
の
歴
史
朽
久
保
修

二
、
歯
科
保
健
医
療
史
榊
原
悠
紀
田
郎

二
、
日
本
医
史
学
会
九
月
例
会
・
神
奈
川
地
方
会
第
二
十
七
回
学
術

大
会
合
同
会
（
九
月
十
七
日
）

於
・
神
奈
川
県
救
急
医
療
中
央
情
報
セ
ン
タ
ー

〔
一
般
口
演
〕

一
、
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
発
見

佐
分
利
保
男

二
、
矯
正
給
食
か
ら
窺
え
る
庶
民
の
日
常
食
の
史
的
観
察

日
野
英
子

三
、
明
治
期
の
精
神
病
院
に
於
け
る
看
護
婦
養
成
に
つ
い
て
Ｉ

府
立
巣
鴨
病
院
の
実
態
か
ら
澤
田
惠
子

四
、
黒
死
病
は
ペ
ス
ト
か
ｌ
黒
死
病
の
謎
滝
上
正

▽
幹
事
会

・
四
月
二
十
二
日
、
十
月
二
十
八
日
に
開
催
し
、
学
術
大
会
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

▽
そ
の
他

・
神
奈
川
地
方
会
だ
よ
り
第
十
四
号
と
会
員
名
簿
を
作
製
し
、
八
月

に
会
員
に
配
布
し
た
。

〒
二
三
一
’
○
○
二
一
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
五
八

日
本
大
通
ビ
ル
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
内

日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
（
杉
田
暉
道
）
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一
、
名
古
屋
医
史
談
話
会
例
会
（
東
海
支
部
主
催
）

於
・
愛
知
県
医
師
会
館

第
三
十
八
回
例
会
「
永
田
徳
本
と
Ｐ
。
Ａ
・
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
」

（
平
成
十
七
年
十
一
月
五
日
）
山
田
英
雄

二
、
名
古
屋
医
史
談
話
会
会
報
第
三
十
六
号
を
発
行

三
、
土
井
康
弘
著
「
日
本
初
の
理
学
博
士
伊
藤
圭
介
の
研
究
』

出
版
記
念
会
（
平
成
十
七
年
十
一
月
六
且
午
前
十
時
’
十
二
時

（
於
・
名
古
屋
市
東
山
植
物
園
）

【
記
念
講
演
］

「
日
本
初
の
理
学
博
士
伊
藤
圭
介
の
研
究
」
土
井
康
弘

四
、
伊
藤
圭
介
日
記
（
第
十
一
集
）
出
版
記
念
会
（
東
海
支
部
後
援
）

平
成
十
七
年
十
一
月
六
日
午
後
一
時
’
四
時

（
於
・
名
古
屋
市
東
山
植
物
園

〔
記
念
講
演
一

「
シ
ー
ボ
ル
ト
用
薬
の
植
物
と
「
泰
西
本
草
名
疏
」
」
遠
藤
正
治

「
伊
藤
圭
介
の
医
学
と
そ
の
周
辺
」
杉
村
啓
治

「
お
雇
い
米
国
人
と
伊
藤
圭
介
」
財
部
香
枝

「
西
岡
昭
著
「
緒
方
暢
之
』
書
状
に
つ
い
て
」
岩
崎
鐵
志

「
「
錦
葉
最
譜
」
の
再
構
成
」
島
岡
真

五
、
そ
の
他
の
関
連
事
項
名
誉
会
員
日
比
野
進
先
生
は
平
成
十
七
年

六
月
十
六
日
に
、
ま
た
評
議
員
山
田
英
雄
先
生
は
平
成
十
八
年
二

活
動
報
告

平
成
十
七
年
度
東
海
支
部
報
告

活
動
報
告

（
二
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
二
○
○
五
年
春
季
大
会
（
京
都
医
学

史
研
究
会
と
共
催
）

平
成
十
七
年
六
月
十
二
日
（
且
於
・
京
大
会
館

一
般
演
題

一
、
英
国
史
～
二
○
紀
の
例
再
考
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ロ
ブ
ス
ン
盲
ン
ド
ン
大
）

二
、
先
秦
食
人
風
習
と
臓
肺
認
識
猪
飼
祥
夫
（
大
津
市
）

三
、
二
宮
尊
徳
の
死
因
杉
浦
守
邦
（
大
津
市
）

四
、
近
代
日
本
に
お
け
る
公
的
職
業
資
格
制
度
と
看
護
の
資
格

滝
下
幸
栄
・
岩
脇
陽
子
（
京
都
府
立
医
大
）

五
、
小
倉
金
之
助
・
大
阪
医
科
大
学
数
学
教
授

飯
塚
修
三
（
西
宮
市
）

六
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
先
生
記
念
碑
文
撰
者

坂
谷
朗
盧
小
田
皓
二
（
井
原
市
）

平
成
十
七
年
度
関
西
支
部
活
動
報
告

月
六
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
ｃ

〒
四
六
六
’
八
五
六
○
名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
町
六
五
番
地

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医
療
管
理
情
報
学
教
室

日
本
医
史
学
会
東
海
支
部
（
山
内
一
信
・
高
橋
昭
）
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七
、
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
と
竹
岡
友
仙

奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

八
、
能
登
の
究
理
堂
門
人
安
田
元
蔵
に
つ
い
て佐

原
吉
博
（
七
尾
市
）

寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

九
、
明
治
初
期
の
医
科
器
械
製
造
販
売
に
つ
い
て
ｌ
大
阪
を
中
心
に

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
（
九
州
大
）

紙
上
発
表

「
親
試
実
験
」
考
（
そ
の
三
小
曽
戸
明
子
（
八
王
子
市
）

来
日
医
療
宣
教
師
（
巨
巴
園
一
言
幽
○
邑
巴
’
三
の
み
た
明
治
中
期
の

日
本
の
医
療
野
尚
香
（
豊
中
市
）

特
別
演
題

一
、
元
禄
時
代
の
百
科
全
書
「
錦
襄
智
術
全
書
」
に
見
る
生
活
の
知
恵

高
橋
雅
夫

二
、
京
都
医
会
の
創
設
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
竹
岡
友
仙
「
半
百
録
」
の
記
事
か
ら
ｌ

八
木
聖
弥

（
二
）
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
二
○
○
五
年
秋
季
大
会

平
成
十
七
年
十
一
月
六
日
（
日
）

於
・
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
学
舎
・
四
階
中
講
義
室

一
般
演
題

一
、
Ｗ
・
Ｈ
ａ
ｒ
Ｖ
ｅ
ｙ
再
考
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ロ
ブ
ス
ン
盲
ン
ド
ン
大
）

二
、
漢
代
の
「
塞
玉
に
つ
い
て
」
猪
飼
祥
夫
（
大
津
市
）

三
、
山
鹿
素
行
の
死
因
杉
浦
守
邦
（
大
津
市
）

四
、
大
阪
で
初
開
催
さ
れ
た
第
三
回
日
本
医
学
会
総
会
と
医
史
学
に

つ
い
て
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

五
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
ル
イ
ザ
・
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ

上
坂
良
子
（
和
歌
山
医
科
大
）

六
、
平
野
の
除
痘
館
に
つ
い
て
古
西
義
麿
（
橋
本
町
角
博
物
館
）

七
、
適
塾
門
下
生
金
光
廉
平
ｌ
第
二
報
ｌ

木
村
丹
（
岡
山
県
早
島
町
）

松
田
俊
悟
（
元
山
陽
新
聞
社
）

八
、
岡
山
医
学
校
で
教
職
に
つ
い
た
金
沢
医
学
校
卒
業
生

寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

九
、
澤
潟
久
敬
（
オ
モ
ダ
カ
ヒ
サ
タ
カ
）
大
阪
大
学
文
学
部
教
授

と
医
学
概
論
飯
塚
修
三
（
西
宮
市
）

十
、
収
蔵
明
治
十
一
年
創
刊
「
刀
圭
雑
誌
」
に
つ
い
て

田
中
祐
尾
（
八
尾
市
）

十
一
、
扶
氏
医
戒
と
坂
谷
朗
盧

小
田
皓
二
（
井
原
市
）

十
二
、
石
坂
堅
壮
の
地
図
「
摂
海
一
覧
」
と
「
小
学
養
生
読
本
」

中
山
沃
（
西
宮
市
）

誌
上
発
表

一
、
「
親
試
実
験
」
考
（
そ
の
三
）

小
曽
戸
明
子
（
八
王
子
市
）

二
、
京
都
看
病
婦
学
校
ア
ィ
ダ
・
ス
ミ
ス
に
関
す
る
記
録

小
野
尚
香
（
豊
中
市
）
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ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
坂
の
蘭
学
史
ｌ
そ
の
二
ｌ
そ
の
展
開
と
特
徴
そ
し
て
背
景

司
会
中
山
沃
パ
ネ
リ
ス
ト
小
石
秀
夫
・
古
西
義
麿
・
芝
哲

夫
・
浅
井
允
晶
．
Ｗ
ミ
ヒ
ェ
ル

三
）
機
関
誌
「
医
證
』

八
十
二
号
発
行
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

八
十
三
号
発
行
平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日

七
十
八
号
よ
り
事
務
局
に
在
庫
有
り
。
定
価
各
千
円

（
四
関
西
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
三
ｓ
ミ
ヨ
罠
呂
邑
・
日
三
国
月
●
一
頁

貴
重
な
医
学
遺
産
、
史
跡
な
ど
の
紹
介
や
情
報
交
換
な
ど
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

同
事
務
局
ま
た
は
田
中
祐
尾
個
人
笛
９
－
２
９
農
四
⑤
匡
日
旨
・
胃
●
旨

（
五
）
第
一
○
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
日
本
医
学
会
総
会
第
一
分

科
会
）
開
催
に
関
す
る
続
報

（
現
在
ま
で
の
内
定
分
）

日
時
平
成
十
九
年
四
月
七
日
（
土
）
八
日
（
日
）

会
場
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
学
舎
と
関
連
施
設
ｌ
大
阪
市

阿
倍
野
区
旭
町

（
大
会
名
誉
会
長
）
長
門
谷
洋
治
（
同
会
長
）
田
中
祐
尾
（
実
行
委

員
）
学
術
担
当
：
寺
畑
喜
朔
、
中
橋
彌
光
、
中
山
沃
、
芝
哲
夫
、
浅

井
允
晶
、
小
石
秀
夫
・
古
西
義
麿
、
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
運
営
：
奥
沢
康

正
八
木
聖
弥
Ｉ
Ｔ
担
当
・
・
園
田
真
也
、
猪
飼
祥
夫
、
田
村
哲
二
、

五
十
嵐
麻
子
ほ
か

（
メ
ィ
ン
テ
ー
マ
）
庶
民
の
町
大
坂
に
お
け
る
医
学
の
奇
跡

（
招
待
講
演
）
煙
の
町
か
ら
住
み
心
地
よ
き
街
へ

ｌ
関
一
（
せ
き
は
じ
め
）
と
近
代
大
阪

ジ
ェ
フ
リ
ィ
・
ヘ
イ
ン
ズ
（
オ
レ
ゴ
ン
大
学
）

（
特
別
講
演
）
大
坂
の
蘭
学
ｌ
と
く
に
人
体
解
剖
に
つ
い
て
ｌ

酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂
大
学
）

（
会
長
講
演
）
近
世
自
家
医
学
遺
産
の
諸
分
析

田
中
祐
尾
（
大
坂
市
立
大
学
）

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
「
大
坂
の
蘭
学
史
ｌ
そ
の
背
景
と
展
開
そ
し
て

特
徴

中
山
沃
、
小
石
秀
夫
、
古
西
義
麿
、

芝
哲
夫
、
浅
井
允
晶
、
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

（
展
示
）
「
近
世
か
ら
明
治
へ
の
大
坂
の
医
学
」
彌
性
園
文
庫
（
八

尾
市
田
中
家
）
、
「
出
土
し
た
中
国
古
代
医
学
文
物
」
猪
飼
祥
夫
（
北

里
研
究
所
、
龍
谷
大
学
）
、
「
近
世
大
坂
を
巡
る
医
人
の
肖
像
」
（
仮
題
）

杏
雨
書
屋
、
「
鍼
灸
医
学
の
歴
史
」
（
仮
題
）
大
阪
鍼
灸
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ど

〒
五
五
八
一
’
○
○
○
三
八
尾
市
本
町
五
丁
目
一
’
七

田
中
医
院
内

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

第
一
○
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
大
阪
）
事
務
局
を
兼
ね
る

事
務
局
長
田
中
祐
尾

（
電
話
○
七
二
九
’
二
二
’
二
○
二
八
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
二
九
’
九
三
’
一
二
三
七
）
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活
動
報
告

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
総
会
・
学
術
集
会

平
成
十
七
年
九
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
Ｉ

於
・
広
島
大
学
医
学
部
広
仁
会
館
大
集
会
室
（
二
階
）

一
、
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
総
会

二
、
特
別
講
演
会

「
江
戸
時
代
の
人
体
観
」
に
つ
い
て

順
天
堂
大
学

三
、
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
研
究
発
表

（
一
）
日
清
戦
争
に
と
も
な
う
コ
レ
ラ
の
流
行
と
対
策

ｌ
広
島
を
例
と
し
て
Ｉ
広
島
国
際
大
学

（
二
）
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
木
骨
に
関
す
る
研
究

広
島
大
学

広
島
大
学

広
島
大
学

国
立
科
学
博
物
館

（
三
）
「
身
幹
儀
説
」
に
つ
い
て
広
島
大
学

平
成
十
七
年
度
広
島
支
部
活
動
報
告

〒
七
三
一
’
八
五
五
一
広
島
市
南
区
霞
一
丁
目
二
ｌ
三

広
島
大
学
医
学
部
医
学
資
料
館
内

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
（
片
岡
勝
子
）

片
岡
勝
子

洲
崎
悦
子

安
嶋
紀
昭

馬
場
悠
男

狩
野
充

千
田
武
志

酒
井
シ
ヅ

活
動
報
告

平
成
十
八
年
二
月
十
八
日
（
土
）
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市
中
央

天
神
）
に
て
福
岡
地
方
会
を
実
施
し
た
。

演
題
五
題
、
特
別
講
演
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

｜
般
演
題

一
、
豊
後
杵
築
の
医
学
史
麻
田
剛
立
と
小
川
鼎
三
佐
藤
裕

総
会
が
行
わ
れ
る
大
分
県
中
津
を
少
し
南
へ
下
っ
た
杵
築
は
国
東

半
島
に
あ
り
、
古
く
か
ら
仏
教
文
化
が
栄
え
、
文
化
人
が
多
数
輩
出

し
て
い
る
。
偉
人
た
ち
と
医
史
学
の
先
達
と
の
交
流
を
中
心
に
述
べ

た
。
尚
中
津
で
の
総
会
に
詳
述
さ
れ
る
予
定
。

二
、
中
津
の
学
会
の
こ
ぼ
れ
話
中
山
茂
春

福
沢
諭
吉
と
筑
後
久
留
米
藩
医
松
下
元
芳
、
適
塾
開
講
か
ら
の
塾

頭
と
、
王
な
入
門
者
を
述
べ
タ
イ
ト
ル
の
二
人
の
交
友
と
人
と
な
り
に

つ
い
て
。
黒
田
如
水
と
中
津
観
光
名
所
赤
壁
（
合
元
寺
）
、
黒
田
如
水

が
中
津
藩
主
で
あ
っ
た
時
抵
抗
勢
力
を
如
何
に
謀
殺
し
た
か
。
又
そ

の
寺
が
観
光
名
所
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
こ
と
な
ど
。
奥
平
神

社
の
絵
馬
「
鳥
居
強
右
衛
門
が
川
を
渡
る
姿
」
演
者
の
中
山
氏
は
、

代
々
の
医
家
で
あ
る
が
そ
の
作
者
は
筆
者
の
遠
祖
の
一
人
で
あ
る
こ

、
シ
」
○三

、
韓
国
の
薬
物
市
場
を
見
学
し
て
山
下
嘉
昭

国
際
東
洋
医
学
会
が
韓
国
で
本
年
行
わ
れ
た
後
見
学
し
た
生
薬
市

場
の
見
学
記

平
成
十
七
年
度
福
岡
地
方
会
活
動
報
告
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福
岡
県
医
報
「
福
岡
の
先
賢
医
師
」
に
連
載
。
役
員
が
交
代
で
執

筆
し
、
同
医
報
で
最
長
寿
連
載
と
な
り
目
下
記
録
更
新
中
ｃ

亀
井
南
冥
の
師
、
永
冨
独
嚥
庵
に
つ
い
て
木
村
専
太
郎

緒
方
洪
庵
と
久
留
米
藩
の
医
師
達
中
山
茂
春

久
留
米
藩
半
井
家
原
敬
二
郎

会
と
改
構
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議

そ
の
他
の
福
岡
地
方
会
の
活
動

特
別
講
演

「
種
痘
の
祖
、
緒
方
春
朔
」
を
出
版
し
て
冨
田
英
壽

西
日
本
新
聞
社
よ
り
平
成
十
七
年
に
出
版
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

の
特
別
講
演
。
六
十
七
に
及
ぶ
参
考
文
献
、
世
界
の
天
然
痘
史
、
春

朔
の
著
書
、
種
痘
必
順
辮
の
解
説
、
春
朔
の
遺
誌
顕
彰
ま
で
詳
細
な

構
成
の
大
著
で
あ
り
感
銘
を
深
め
た
講
演
で
あ
っ
た
。

終
わ
っ
て
役
員
の
懇
談
会
を
行
い
福
岡
地
方
会
を
向
後
福
岡
支
部

会
と
改
構
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

た
も
の
。

四
、
去
来
の
父
、
向
井
元
升
に
つ
い
て
木
村
專
太
郎

貝
原
益
軒
の
師
、
肥
前
の
医
師
向
井
元
升
は
俳
人
向
井
去
来
の
父

で
あ
り
、
儒
医
と
し
て
三
人
の
息
子
を
得
、
去
来
は
次
男
で
三
男
の

元
成
は
長
崎
に
孔
子
廟
を
再
建
し
そ
の
祭
酒
と
な
っ
た
。
元
升
の
墓

は
京
都
眞
如
寺
に
あ
り
墓
碑
文
は
益
軒
が
書
い
て
い
る
。

五
、
山
口
県
下
関
市
の
漢
方
医
細
迫
家
と
そ
の
蔵
書
に
つ
い
て

藤
田
理
子

明
治
か
ら
昭
和
ま
で
衰
亡
し
た
漢
方
医
学
を
支
え
た
医
師
、
細
迫

陽
三
氏
の
蔵
書
、
主
と
し
て
漢
方
医
学
の
図
書
を
調
査
し

〒
八
一
五
’
○
○
四
二
福
岡
市
南
区
若
久
一
’
二
八
’
五

日
本
医
史
学
会
福
岡
地
方
会
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
原
敬
二
郎
）

な
ど
で
あ
る
。
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（
単
行
本
）

中
村
光
夫
「
兎
思
の
痘
瘡
神
』
二
○
○
六

中
村
光
夫
「
千
葉
の
痘
瘡
神
」
二
○
○
六

川
嶌
眞
人
「
水
滴
は
岩
を
も
穿
こ
「
梓
書
院
」
二
○
○
六

中
野
卓
、
中
野
進
「
昭
和
初
期
一
移
民
の
手
紙
に
よ
る
生
活
史
ブ

ラ
ジ
ル
の
ヨ
ッ
チ
ャ
ン
」
「
思
文
閣
出
版
」
二
○
○
六

（
財
）
黒
住
医
学
研
究
振
興
財
団
「
小
島
三
郎
記
念
技
術
賞
福
見
秀

雄
賞
受
賞
業
績
集
」
二
○
○
六

（
社
）
日
本
整
形
外
科
学
会
「
日
本
整
形
外
科
学
会
八
○
年
史
」
二
○

○
六

深
瀬
泰
旦
「
肥
前
佐
賀
文
庫
○
○
二
わ
が
国
初
め
て
の
牛
痘
種
痘

楢
林
宗
建
』
「
出
門
堂
」
二
○
○
六

島
根
大
学
附
属
図
耆
館
医
学
会
館
『
講
演
会
「
島
根
に
も
た
ら
さ
れ

た
華
岡
流
医
術
ｌ
大
森
文
庫
か
ら
見
た
江
戸
後
期
の
診
療
」
Ｄ

Ｖ
Ｄ
』
二
○
○
六

篠
田
達
明
『
歴
代
天
皇
の
カ
ル
テ
」
「
新
潮
社
」
二
○
○
六

樋
口
輝
雄
『
明
治
医
師
人
名
鑑
』
二
○
○
六

新
村
拓
（
編
）
『
日
本
医
療
史
」
「
吉
川
弘
文
館
」
二
○
○
六

堀
田
慎
一
郎
「
農
学
部
の
誕
生
と
安
城
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
学
部
の
誕
生

と
草
創
期
①
ｌ
』

「
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
」
二
○
○
六

雑
報

寄
贈
本
リ
ス
ト

三
枝
純
郎
「
肛
直
外
科
迫
害
史
』
「
羽
衣
出
版
」
二
○
○
六

日
本
医
歯
薬
ア
カ
デ
ミ
ー
「
日
本
学
術
会
議
第
七
部
の
歩
み
第
七

部
会
委
員
の
思
い
出
と
格
言
」
「
」
二
○
○
六

荒
井
保
男
「
生
き
る
糧
と
な
る
医
の
名
言
」
「
中
央
公
論
新
社
」
二
○

○
六

吉
元
昭
治
「
五
○
代
か
ら
の
健
康
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
「
勉
誠
出
版
」
二

○
○
五

中
村
光
夫
『
牛
痘
啓
蒙
引
札
集
」
二
○
○
五

中
村
光
夫
『
痘
瘡
口
訣
（
五
）
面
部
観
察
之
図
」
二
○
○
五

中
村
光
夫
『
埼
玉
の
痘
瘡
神
』
二
○
○
五

二
宮
陸
雄
『
新
編
医
学
史
探
訪
』
「
医
歯
薬
出
版
」
二
○
○
六

末
永
惠
子
「
戦
時
医
学
の
実
態
旧
満
州
医
科
大
学
の
研
究
』
「
樹
花

舎
」
二
○
○
五

大
阪
大
学
医
学
部
第
一
内
科
開
講
一
○
○
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
「
大
阪
大
学
医
学
部
第
一
内
科
開
講
一
○
○
周
年
記
念
誌
』

二
○
○
五

日
本
医
学
会
「
第
一
二
九
回
日
本
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集

う
つ
病
」
二
○
○
五

新
村
拓
『
健
康
の
社
会
史
養
生
、
衛
生
か
ら
健
康
増
進
へ
」
「
法
政

大
学
出
版
局
」
二
○
○
六

（
別
刷
）

一
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち
四
一
’
四
三
」
金
山
知
新
「
医
学
の
あ
ゆ

み
」
二
一
三
（
九
、
一
三
）
、
二
一
三
（
四
）
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「
桂
田
富
士
郎
と
日
本
住
血
吸
虫
発
見
一
○
○
年
』
小
田
晧
二
「
岡
山

医
学
会
雑
誌
」
二
七

「
緑
陰
閑
話
「
宗
教
改
革
者
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
医
学
者
た
ち
、
晩
年
の
病

な
ど
」
」
濱
中
淑
彦
「
名
古
屋
市
報
」
二
二
八
六
）

「
宗
教
改
革
者
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
病
苦
を
訴
え
た
晩
年
の
一
書
簡
』
濱
中

淑
彦
「
名
古
屋
市
医
報
」
（
一
二
八
七
）
「
仁
寿
山
雑
記
」
藤
戸

孝
純
「
姫
路
市
医
師
会
報
」
別
冊

「
幕
末
大
坂
の
医
学
塾
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
適
塾
と
華
岡
塾
・
合
水
堂

を
中
心
に
ｌ
』
古
西
義
麿
「
日
本
文
化
の
諸
相
」

二
種
痘
の
柤
緒
方
春
朔
」
を
上
梓
し
て
』
冨
田
英
壽
「
甘
木
朝
倉

医
師
会
雑
誌
」
二
七
）

「
全
国
各
地
を
廻
遊
す
る
医
者
に
つ
い
て
ｌ
出
雲
国
楯
縫
郡
平
田
町
長

崎
賢
斎
の
学
問
・
医
学
修
業
と
医
療
活
動
ｌ
」
梶
谷
光
弘
「
古

代
文
化
研
究
」
（
一
四
）

貢
続
）
阿
蘭
陀
か
ら
日
本
恋
し
や
ｌ
長
崎
丸
山
遊
女
お
文
（
ふ
み
）

の
手
紙
ｌ
』
川
島
恂
二
「
古
河
市
医
師
会
報
」
（
三
六
）

「
十
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
病
院
の
発
展
ｌ
く
巳
匡
己
国
昌

国
ｏ
の
凰
旦
“
の
設
立
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
柳
澤
波
香
「
津
田
塾
大

学
紀
要
」
（
三
三
）

「
弓
扁
原
国
冨
普
日
の
三
．
陣
扁
旨
目
○
曰
⑦
ｇ
の
邑
冒
の
三
目
○
旦
柳
澤

波
香
「
弓
胃
目
２
３
両
２
話
邑
（
四
六
）

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
現
存
す
る
最
古
の
病
院
１
セ
ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ

ュ
ー
病
院
ｌ
」
柳
澤
波
香
「
津
田
塾
大
学
紀
要
」
（
三
六
）

「
漢
方
製
剤
健
保
収
載
三
○
周
年
記
念
原
稿
』
菊
谷
豊
彦
「
漢
方
の
臨

（
雑
誌
）

「
あ
い
み
つ
ぐ
」
二
五
（
三
）
、
二
六
（
こ
「
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
」

目
田
口
竺
色
塁
‐
届
ｇ
「
天
理
図
書
館
」

言
呂
印
三
且
（
望
‐
宙
）
「
日
本
製
薬
工
業
協
会
広
報
委
員
会
」

「
Ｑ
旨
①
総
三
①
巳
の
堅
き
匡
昌
巴
」
」
扇
（
園
‐
瑳
）
』
ら
色
‐
届
）
「
○
三
国
⑦
の
①

ご
＆
房
堅
ン
路
９
国
号
己

「
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
人
文
科
学
」
九
（
一
’
二
）

「
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
」

「
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
』
（
五
三
一
’
五
四
四
「
福
井
県
医
師
会
」

「
ぐ
ん
し
よ
」
一
八
（
四
）
、
一
九
（
一
’
二
二
続
群
書
類
従
完
成
会
」

「
い
わ
ち
ど
り
（
小
笠
医
師
会
誌
）
」
（
三
三
）
「
小
笠
医
師
会
」

「
医
道
の
日
本
」
六
四
（
九
’
一
二
）
、
六
五
二
’
一
○
）
「
医
道
の

日
本
社
」

「
漢
方
の
臨
床
」
五
二
（
九
’
一
二
）
、
五
三
（
一
’
一
○
）
「
東
亜
医

学
協
会
」

「
神
奈
川
県
医
学
会
雑
誌
」
三
二
（
二
）
、
三
三
（
一
’
二
）
「
神
奈
川

県
医
師
会
」

「
啓
迪
」
（
二
四
）
「
京
都
医
学
史
研
究
会
」

「
【
○
『
①
餌
己
同
邑
廻
一
切
茸
の
の
一
の
冒
○
の
曽
己
弓
①
の
言
回
○
さ
ぬ
呈
函
一
つ
印
（
ロ
①
ｅ
い
つ
ｃ
《

（
盲
員
）
「
【
○
局
四
コ
旨
里
一
白
扁
目
の
ｎ
房
国
向
の
陣
弓
Ｒ
｝
旨
○
さ
、
宮

床
」
五
三
（
九
）

「
「
世
界
の
弾
者
」
鈴
木
拙
の
つ
ぶ
や
き
ｌ
鴎
外
、
漱
石
、
大
拙
ｌ
』

葛
谷
登
「
言
語
と
文
化
」
（
一
二
）
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「
鳴
滝
紀
要
』
二
六
）

「
日
本
医
師
会
雑
誌
」

「
日
本
医
師
会
」

冒
さ
『
日
呂
（
）
且

「
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
」
（
三
五
）
「
明
治
薬
科
大
学
」

『
名
古
屋
大
学
史
紀
要
』
二
四
）
「
名
古
屋
医
史
談
話
会
」

「
鳴
滝
紀
要
』
二
六
）
「
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
」

「
日
本
医
師
会
雑
誌
」
一
三
四
（
六
’
一
二
）
、
一
三
五
（
一
’
七
）

「
日
本
歯
科
医
史
会
会
誌
』
二
六
（
二
’
四
）
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
」

「
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
」
（
四
三
）
「
日
本
獣
医
史
学
会
」

「
ね
り
ま
（
練
馬
区
医
師
会
雑
誌
）
』
二
三
練
馬
区
医
師
会
」

「
だ
よ
り
（
練
馬
区
医
師
会
）
」
（
四
五
○
’
四
六
二
）
「
練
馬
区
医
師

「
労
働
の
科
学
」

学
研
究
所
」

「
労
働
科
学
』
八
一
（
三
’
四
）
、
八
二
（
一
’
三
「
労
働
科
学
研
究

「
ね
ｈ
工
よ

「
だ
よ
り

〈
云
」

爾
弓
同
日
西
○
門
○
勺
厘
色
麓
』
駅
）

「
東
医
学
研
究
』
二
一
七
’
一
ニ
レ

「
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
」
二
○
六
‐

「
洋
学
史
研
究
」
（
二
三
）
「
洋
学
史

「
漢
方
と
鍼
」
二
九
（
三
’
四
）
、
一

洋
医
学
総
合
研
究
所
だ
よ
り
」

ご
ｏ
日
’
唇
巴
呉
シ
ロ
閉
吾
①
望
旦
い
つ
（
凶
も
豆
●
）
。
秒
己
四
口
の
Ｃ
ａ
①
芦
ご
呉

「
三
の
９
８
－
勺
Ｃ
め
侭
国
自
陣
且
お
（
心
．
仁
一

「
斯
文
会
々
報
』
五
四
、
五
六
「
斯
文
会
」

所
L一一

六
○
（
八
’
一
二
）
、
六
一
二
’
十
一
）
「
労
働
科

色
麓
‐
扇
里
「
日
本
医
学
切
手
の
会
会
報
」

一
七
’
一
二
七
）
「
東
医
学
研
究
会
」

」
二
○
六
’
一
○
九
）
「
慾
斎
研
究
会
」

「
洋
学
史
研
究
会
」

（
心
、
堂
（
底
）
「
医
学
書
房
」

三
○
（
一
’
四
）

「
北
里
研
究
所
東

ン
ヨ
駅
吾
閉
巨
○
四
里
竺

「
医
事
学
研
究
」
（
二
○
）
「
岩
手
医
科
大
学
医
事
学
研
究
会
」

ご
富
シ
豈
浅
ヨ
‐
馬
）
ゞ
お
色
士
）
。
ｇ
豊
巨
①
巳
８
－
ン
い
の
。
、
冒
冒
〕
」

「
警
證
」
八
四
「
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
」
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